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２
月
22
日
（
月
）、
午
前
11
時

か
ら
問
屋
町
会
館
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
組
合
員
昼
食
会
を
開
催

し
た
。
今
回
の
昼
食
会
で
は
、
平

成
27
年
度
卸
商
業
団
地
機
能
向
上

支
援
事
業
の
検
討
結
果
を
報
告
。

青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
地

方
創
生
策
を
提
言
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
調
査
・
研
究
業
務

を
委
託
し
た
、
㈱
商
工
中
金
経
済

研
究
所
の
塚
田
常
務
執
行
役
員
が
、

当
事
業
の
調
査
結
果
の
要
約
を
説

明
し
た
。

　

塚
田
常
務
は
「
青
森
県
の
特
徴

は
、
全
国
平
均
と
比
べ
第
一
次
産

業
の
比
率
が
高
く
、
第
二
次
産
業

の
比
率
が
低
い
こ
と
。
第
一
次
産

業
の
シ
ェ
ア
は
高
い
が
、
青
森
県

産
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
弱
く
、

認
知
度
向
上
が
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
第
一
次
産
業
と
関
連
す
る
は

ず
の
食
料
品
製
造
が
全
国
38
位
と
、

加
工
で
付
加
価
値
を
上
げ
ら
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
方
、
青
森
市
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
と
、
同
市
は
卸
売
業
と
小
売

業
を
中
心
と
し
た
流
通
都
市
と
言

え
る
。
し
か
し
、
卸
売
業
の
年
間

販
売
額
の
推
移
は
、
平
成
14
年
か

ら
24
年
の
10
年
間
で
42
％
も
減
少
。

全
国
平
均
は
18
％
の
減
少
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
青
森
市
の
減
少
幅

は
非
常
に
大
き
い
。
青
森
市
の
人

口
減
少
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
域
内
消
費
主
体
の
産
業
で

あ
る
卸
・
小
売
業
に
と
っ
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
青
森

経
済
の
現
状
を
説
明
。

　

今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
と
し

て
は
「
卸
・
小
売
業
は
、
新
た
な

売
り
先
（
他
の
都
道
府
県
、
海
外
）

を
開
拓
し
な
け
れ
ば
成
長
は
見
込

め
な
い
。
青
森
県
の
産
品
は
魅
力

あ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
生
産
者

だ
け
で
な
く
、
県
・
市
を
上
げ
た

ブ
ラ
ン
ド
構
築
が
必
要
。
付
加
価

値
を
つ
け
た
加
工
を
行
う
こ
と
で
、

就
業
先
の
増
加
に
も
繋
が
り
、
地

域
経
済
も
成
長
す
る
。
こ
れ
か
ら

は
規
模
よ
り
も
、
ニ
ッ
チ
市
場
で

ト
ッ
プ
を
狙
う
企
業
や
商
品
を
複

数
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
と
ま
と
め
た
。

　

つ
づ
い
て
、
組
合
の
藤
本
専
務

理
事
が
、
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
地
方
創
生
策
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

組合員昼食会

　

藤
本
専
務
は
「
青
森
の
一
次
産

品
は
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
と
大

き
く
成
長
で
き
る
大
変
な
潜
在
性

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
産

者
が
自
前
で
六
次
産
業
化
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
生
産

か
ら
加
工
ま
で
は
行
え
て
も
、
商

品
を
販
売
す
る
た
め
の
商
流
、
物

流
が
不
得
手
で
行
き
詰
る
こ
と
が

多
々
あ
る
。

　

一
方
、
卸
売
業
が
域
外
へ
進
出

す
る
た
め
に
は
、
高
付
加
価
値
商

品
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
自
社
で
商
品
を
製
造
す
る

の
は
設
備
投
資
費
用
や
製
造
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
課
題
が
多
い
。

　

そ
こ
で
、
六
次
産
業
化
を
進
め

る
生
産
者
と
卸
売
業
者
が
連
携
す

る
こ
と
が
成
功
へ
の
近
道
と
考
え

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け

る
流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
」
と
目
指
す
方

向
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
地
公
体
に
求
め
ら
れ
る

役
割
と
し
て
「
域
外
に
地
元
商
品

を
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
販
売
す
る
た

め
に
は
、
県
外
の
展
示
会
へ
の
出

展
支
援
や
バ
イ
ヤ
ー
に
売
り
込
む

際
の
エ
ビ
デ
ン
ス
作
成
支
援
な
ど
、

一
個
人
、
一
企
業
の
枠
組
み
を
超

え
、
＂オ
ー
ル
青
森
＂
体
制
で
の
支

援
が
必
要
と
な
る
。

　

＂オ
ー
ル
青
森
＂
と
い
っ
た
場

合
に
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
ど
こ

が
執
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て

　

＂こ
の
指
と
ま
れ
方
式
＂
を
提
言

す
る
。
こ
の
方
式
は
、
支
援
・
連

携
す
る
テ
ー
マ
毎
に
、
こ
の
支
援
・

連
携
を
呼
び
か
け
た
地
公
体
や
団

体
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
他
の
地

公
体
や
団
体
が
物
的
・
資
金
的
・

人
的
い
ず
れ
か
の
協
力
を
す
る
。

つ
ま
り
、
＂テ
ー
マ
別
こ
の
指
と
ま

れ
方
式
＂
で
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

　

最
後
に
当
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

地
方
創
生
に
向
け
青
森
総
合
卸
セ

ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
次
の
３
つ
を
挙
げ
た
。

　

「
１
つ
目
が
人
材
育
成
支
援
。

平
成
23
年
に
開
校
し
た
問
屋
町
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
最
重
要
事
業

と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

企
業
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
新
た
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
向
上
の
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
設
け
、
組
合
内
外
の
流

通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
に

も
取
り
組
む
。

　

２
つ
目
が
新
分
野
へ
の
進
出
支

援
。
連
携
と
協
同
の
場
づ
く
り
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
人
的
つ
な
が
り

や
情
報
交
換
な
ど
、
卸
売
業
の
流

通
機
能
と
地
元
産
品
を
よ
り
密
接

に
連
携
さ
せ
る
た
め
の
流
通
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
高
め
る
。
ま

た
、
流
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

取
り
ま
と
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
機
能
を
創
設
す
る
な
ど
、
新
分

野
へ
の
進
出
を
支
援
す
る
。

　

３
つ
目
が
＂オ
ー
ル
青
森
＂
呼

び
か
け
機
能
の
構
築
。
＂オ
ー
ル
青

森
＂
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
母
体
と
な
る
べ
き
呼
び
か
け
を

率
先
し
て
行
う
中
立
的
な
旗
振
り

役
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
呼
び
か

け
機
能
構
築
に
組
合
も
寄
与
し
て

い
く
」
と
ま
と
め
た
。

発行／平成28年３月31日
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青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
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か
ら
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地
方
創
生
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平
成
27
年
度
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支
援
事
業
検
討
結
果
報
告
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76

１
記
念
式
典

２
記
念
誌

３
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ

４
記
念
講
演
会

５
永
年
組
合
員
表
彰

６
記
念
広
告

７
記
念
車
両

　
マ
ー
キ
ン
グ
シ
ー
ル

８
記
念
地
域
貢
献
活
動

80

60

40

20

0

59

6 30 28

48

14

31

97人

177人

200人

150人

100人

50人

0人

平成25年度

80人

83人

173人

平成26年度

90人

65人

147人

平成27年度

82人

経験者

新卒者

　

平
成
27
年
度
の
組
合
員
企
業
の

当
団
地
内
で
の
採
用
状
況
を
調
査

す
る
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
に
問
屋
町
で
新
規

採
用
さ
れ
た
の
は
75
社
で
１
４
７

名
（
中
途
採
用
含
む
）。
前
年
度

（
41
社
・
１
７
３
名
）
と
比
較
す

る
と
、
社
数
、
人
数
と
も
に
減
少

し
た
。

　

28
年
度
の
新
卒
者
の
採
用
見
込

み
は
、
28
年
１
月
時
点
で
12
社
・

57
名
と
、
こ
ち
ら
も
前
年
比
（
18

社
・
75
名
）
で
減
少
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

講師のしばた氏

　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

審
議
す
る
第
９
回
理
事
会
が
２
月

25
日
（
木
）、
問
屋
町
会
館
で
開

か
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
除
排
雪

費
の
中
間
報
告
や
新
年
合
同
厄
払

い
及
び
青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会

委
託
事
業
の
参
加
状
況
、
平
成
28

年
度
事
業
計
画
立
案
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り
。

一
．
平
成
28
年
度
事
業
計
画
の
骨

子
に
つ
い
て

二
．
事
業
委
員
会
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て

三
．
環
境
対
策
委
員
会
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て

四
．
組
合
員
の
脱
退
及
び
新
規
組

合
員
の
加
入
に
つ
い
て

五
．
平
成
27
年
度
第
10
回
理
事
会

の
日
程
等
に
つ
い
て

　

組
合
で
は
、
平
成
28
年
度
の
組

合
事
業
計
画
立
案
に
向
け
、
全

１
３
８
社
の
組
合
員
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調

査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

組
合
員
の
今
後
の
新
築
・
増
改

築
計
画
に
つ
い
て
の
設
問
に
つ
い

て
は
、14
社
が
計
画
あ
り
と
回
答
。

ま
た
、
施
設
の
課
題
に
つ
い
て
も

49
社
の
組
合
員
が
「
老
朽
化
」
を

挙
げ
た
。
問
屋
町
地
区
で
は
築
40

年
以
上
、
第
二
問
屋
町
地
区
で
も

築
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設

が
数
多
く
あ
り
、
今
後
、
高
度
化

事
業
の
活
用
支
援
な
ど
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
創
立
50
周
年
を
来
年

度
に
控
え
、
実
施
し
て
ほ
し
い
記

念
事
業
に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答

可
）、
記
念
式
典
の
開
催
を
望
む

声
が
最
も
多
く
76
社
が
回
答
。
記

念
誌
の
作
成
（
59
社
）、
新
聞
等

へ
の
記
念
広
告
の
掲
載
（
48
社
）、

記
念
地
域
貢
献
活
動
の
実
施
（
31

社
）
が
続
い
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
家
族
も
参
加
で

き
る
福
利
厚
生
事
業
に
つ
い
て

は
、
工
場
見
学
ツ
ア
ー
（
40
社
）

　

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
で

は
、
第
18
回
会
員
交
流
会
を
３
月

４
日
（
金
）
に
ホ
テ
ル
青
森
で
開

催
し
、会
員
他
27
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
い
む
ら
き
よ
し
流
個

性
心
理
學
の
認
定
講
師
・
認
定
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
し
ば
た
け
ん
じ
氏

を
講
師
に
招
き
「
も
っ
と
も
っ
と

楽
し
く
生
き
る
！
個
性
心
理
學
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。

　

個
性
心
理
學
と
は
10
数
年
前
に

流
行
し
た
「
ど
う
ぶ
つ
占
い
」
の

も
と
に
な
っ
た
考
え
方
で
、
誕
生

日
を
元
に
し
た
統
計
学
。
人
間
の

個
性
を
60
種
類
の
動
物
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
表
現
し
、
個
性
分
析
す

る
。

　

し
ば
た
氏
は
「
個
性
心
理
學
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
人
は
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
違
う
も
の
だ
と
認
識
で

き
る
。
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
で

相
手
を
認
め
、
人
間
関
係
に
起
因

す
る
ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
な
る
」と
解
説
し
た
。

や
北
海
道
新
幹
線
函
館
ツ
ア
ー

（
38
社
）
の
開
催
が
多
く
の
回
答

を
得
た
。

　

組
合
で
は
、
当
調
査
結
果
を
も

と
に
、
28
年
度
事
業
計
画
策
定
に

取
り
組
む
。

　

過
去
３
年
間
の
採
用
実
績
か
ら

見
る
と
、
採
用
人
数
は
減
少
し
て

い
る
が
、
新
卒
者
を
採
用
す
る
割

合
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
以
前
は

経
験
者
の
採
用
比
率
が
高
く
、
多

い
と
き
は
６
割
を
超
え
た
こ
と
も

あ
り
、
組
合
員
の
採
用
に
も
変
化

が
見
ら
れ
て
き
て
い
る
。

【５０周年記念実施希望事業】

【過去３年の採用実績】
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平
成
28
年
度
事
業
計
画
な
　
　
ど

承
認

第
９
回
理
事
会

平
成
28
年
度
事
業
計
画
立
案

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

27
年
度
の
問
屋
町
内
の
新
規

採
用
人
数
は
１
４
７
名

平
成
27
年
度
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

個
性
心
理
學
で
人
間
関
係
の

ス
ト
レ
ス
低
減

青
森
問
屋
町
経
営
同
友
会
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今
回
紹
介
す
る
の
は
、
神
田
昌

典
著
『
稼
ぐ
言
葉
の
法
則　
「
新
・

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
の
法
則
」
と
売
れ

る
公
式
41
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

￥
１
，
５
０
０
（
税
抜
）。

　
『
非
常
識
な
成
功
法
則
』
や

『
60
分
間
・
企
業
ダ
ン
ト
ツ
化
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
』
な
ど
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
知
ら
れ
る
カ
リ
ス
マ
マ
ー

ケ
ッ
タ
ー
の
新
刊
で
す
。
本
書
は

神
田
さ
ん
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
現
場
か
ら
見
出
し
た
稼
ぐ
言
葉

の
法
則
で
す
。

　

例
え
ば
、
法
則
６
の
「
大
縄
跳

　

前
号
に
引
き
続
き
、
平
成
27
年

度
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支
援
事

業
報
告
書
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ご
報

告
す
る
。

「
オ
ー
ル
青
森
！
を
実
現
す
る
流

通
機
能
向
上
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン　

～
民
間
か
ら
の
地
方
創

生
策
レ
ポ
ー
ト
～
」

　

地
公
体
・
諸
団
体
に
求
め
ら
れ

る
役
割
も
あ
る
。
青
森
県
や
青
森

市
か
ら
、
域
外
に
地
元
商
品
を
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
販
売
す
る
、
特
に

首
都
圏
の
大
手
小
売
業
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
な
ら
ば
、
生
産
者

の
商
品
開
発
や
卸
売
業
の
既
存
の

販
路
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加

え
て
、
地
公
体
（
地
方
公
共
団

２
月

３
日
▽
㈱
青
森
共
同
計
算
セ
ン

タ
ー
定
例
取
締
役
会

　
　

▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会

４
日
▽
問
屋
町
新
年
合
同
厄
払
い

　
　

▽
県
中
央
会
事
務
局
代
表
者

懇
話
会
合
同
新
年
講
演
会
・

新
年
会

８
日
▽
市
高
度
化
事
業
団
体
連
絡

協
議
会
地
域
産
業
懇
談
会

９
日
▽
第
４
回
事
業
委
員
会

　
　

▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

絡
会
第
21
回
親
睦
交
流
会

12
日
▽
青
銀
問
屋
町
支
店
金
友
会

総
会
・
新
年
会

13
日
▽
簡
易
郵
便
局
業
務
研
究
会

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
青
森
経
済
同
友
会
人
口
減

少
問
題
を
考
え
る
講
演
会
・

交
流
会

18
日
▽
第
２
回
企
画
情
報
委
員
会

19
日
▽
第
４
回
環
境
対
策
委
員
会

20
日
▽
八
甲
田
交
番
連
絡
協
議
会

総
会

22
日
▽
組
合
員
昼
食
会

23
日
▽
第
４
回
労
務
対
策
委
員
会

　
　

▽
翔
友
会
・
緑
葉
会
合
同
新

年
会

25
日
▽
第
９
回
理
事
会

　
　

▽
県
経
営
者
協
会
理
事
会
・

体
）
や
諸
団
体
の
支
援
が
欠
か
せ

な
い
。
一
個
人
、
一
企
業
の
枠
組

み
を
超
え
て
「
オ
ー
ル
青
森
」
体

制
で
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。

　

青
森
県
で
も
「
攻
め
の
農
林
水

産
業
」
を
推
進
し
て
い
る
が
、
青

森
市
を
は
じ
め
県
内
市
町
村
は

「
オ
ー
ル
青
森
」
と
は
言
い
難
い

状
況
で
あ
り
、
そ
こ
で
提
言
し
た

い
の
が
、
次
の
４
つ
の
連
携
支
援

で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
こ
の
指
と
ま
れ
方

式
で
の
連
携
支
援
で
あ
る
。「
オ
ー

ル
青
森
」
を
組
む
べ
き
支
援
・
連

携
対
象
は
、
青
森
市
の
場
合
で
云

え
ば
、
青
森
市
・
青
森
商
工
会
議

所
・
Ｊ
Ａ
・
地
元
銀
行
・
卸
団
地

な
ど
の
地
公
体
や
諸
団
体
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
オ
ー
ル
青
森
」
と

云
っ
た
場
合
、
残
念
な
が
ら
問
題

と
な
る
の
が
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
主
導
権
）
を
何
処
が
と
る
の
か
、

誰
が
主
体
な
の
か
と
い
う
表
面
に

出
に
く
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を

避
け
る
た
め
に
「
こ
の
指
と
ま
れ

方
式
」
を
提
言
し
た
い
。
こ
の
方

式
は
支
援
・
連
携
す
る
テ
ー
マ
毎

に
、
こ
の
支
援
・
連
携
を
呼
び
か

け
た
地
公
体
や
団
体
が
中
心
と
な

り
、
そ
の
他
の
地
公
体
や
団
体
が

物
的
・
資
金
的
・
人
的
い
ず
れ
か

の
協
力
を
す
る
「
テ
ー
マ
別
こ
の

指
と
ま
れ
方
式
」
で
あ
る
。

　

こ
の
「
テ
ー
マ
別
こ
の
指
と
ま

れ
方
式
」
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、
必
ず
他
の
地
公
体
・
団
体
に

呼
び
か
け
説
明
を
す
る
こ
と
が
肝

要
で
、
そ
の
成
果
を
検
証
・
報
告

す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
展
示
会
出
展
へ
の

支
援
。
展
示
会
は
販
路
開
拓
等
に

有
効
な
機
会
で
あ
る
が
、
多
額
の

出
展
料
の
み
な
ら
ず
交
通
費
や
宿

泊
費
な
ど
の
多
く
の
コ
ス
ト
が
必

要
と
な
る
。
貴
重
な
機
会
を
多
く

の
企
業
が
得
る
た
め
に
は
、
地
公

体
の
資
金
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

必
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
展
示

会
に
「
オ
ー
ル
青
森
」
と
し
て
地

公
体
や
地
域
諸
団
体
が
協
力
し
て

出
展
で
き
れ
ば
、
よ
り
強
力
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
商
談

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、エ
ビ
デ
ン
ス
支
援
。

商
品
の
科
学
的
な
根
拠
（
成
分
や

安
全
性
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
）
を
証

明
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
、
バ
イ

ヤ
ー
に
安
心
感
を
与
え
る
。
同
時

に
動
画
や
メ
デ
ィ
ア
掲
載
情
報
な

ど
を
活
用
し
、
主
観
で
は
な
い
客

観
性
の
あ
る
情
報
を
し
っ
か
り
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
商
談

は
飛
躍
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
た
め
に
は
多

額
の
費
用
と
期
間
が
必
要
で
あ

り
、
こ
こ
に
も
行
政
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
余
地
が
多
分
に
あ
る
。

　

四
つ
目
は
、
高
齢
者
医
療
・
福

祉
先
進
地
域
へ
の
道
。青
森
市
が
、

病
院
施
設
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が

比
較
的
多
い
こ
と
を
活
か
し
、
他

地
域
か
ら
の
高
齢
者
の
利
用
者
誘

致
増
も
目
指
し
た
い
。

　

青
森
市
は
、
県
庁
所
在
地
で
あ

り
高
速
道
路
や
公
共
交
通
機
関
な

ど
の
充
実
に
加
え
、
西
の
鹿
児
島

市
と
並
ぶ
全
国
一
温
泉
の
あ
る
街

で
も
あ
る
。
医
療
・
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
交
通
イ
ン
フ
ラ

と
温
泉
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
首
都
圏
な
ど
か
ら
の
高
齢

者
の
利
用
者
誘
致
の
ほ
か
に
、「
医

療
・
福
祉
」
従
事
者
の
新
た
な
雇

用
機
会
が
増
大
す
る
よ
う
な
諸
施

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

び
の
法
則
」
で
は
「
貧
す
人
」
は

「
で
き
る
！
絶
対
に〝
で
き
る
〟！
」

と
い
う
言
葉
を
使
う
の
に
対
し
、

「
稼
ぐ
人
」
は
「
で
き
な
い
の
は

〝
お
か
し
い
〟」
と
い
う
言
葉
を
使

い
ま
す
。

　

ま
た
、
氏
が
提
唱
す
る
「
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
の
法
則
」
も
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
「
新
・
Ｐ
Ａ
Ｓ

Ｏ
Ｎ
Ａ
の
法
則
」
と
し
て
登
場
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
「
親
近
感
」
で
す
。
売

れ
る
公
式
の
大
原
則
は
い
つ
の
時

代
も
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
が
、
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化

す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

真
に
実
践
的
な
１
冊
で
す
。

（
聖
幸
・
評
）

常
任
幹
事
会
合
同
会
議

26
日
▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

４
日
▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

　
　

（
ク
レ
ー
ム
対
応
編
）

８
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎

（
分
析
編
）
①

10
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎

（
分
析
編
）
②

16
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
①

18
日
▼
営
業
ス
キ
ル
研
修
②

23
日
▼
会
計
経
理
の
基
礎
の
基
礎

（
融
資
対
応
編
）

25
日
▼
仕
事
の
改
善

平成28年３月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 548 号 ⑶

卸
団
地
か
ら
の
地
方
創
生
策

【
第
２
回
】

ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
通
信

ｖ
ｏ
ｌ
．
６
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イシグロ㈱
青森営業所　所長

長内　俊光 氏

青
森
卸
セ
ン
タ
ー
版
の
地
方

創
生
策
を
何
と
か
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
組
合
員
の
皆
様
に
昼
食

会
で
報
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
▼
内
容
は
一
面
の
と

お
り
で
す
が
、
そ
の
可
否
に
つ
い
て

は
皆
様
の
ご
判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
提
言
部
分
に
つ
い
て
は

「
物
ま
ね
や
問
題
提
起
だ
け
で
は
な

い
」
貧
し
く
と
も
、
あ
る
種
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
出
せ
た
の
で
は
と

自
負
し
て
い
ま
す
▼
３
月
18
日
に
は
、

商
工
会
議
所
と
共
催
で
「
民
間
か
ら

地
方
創
生
を
考
え
る
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
す
▼
転
話

題
。
２
月
に
行
わ
れ
た
青
森
県
中
央

会
の
講
演
会
が
面
白
か
っ
た
の
で
少

し
ご
紹
介
し
ま
す
▼
講
師
の
中
村
悦

子
氏
は
宝
塚
歌
劇
団
に
所
属
し
て
い

た
娘
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
の
経
験

か
ら
、
集
客
や
顧
客
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
起
業
さ
れ

た
方
▼
テ
ー
マ
は
「
人
も
お
金
も
流

れ
込
ん
で
く
る
集
客
術
」
で
、
そ
の

集
客
術
と
は
「
お
客
を
フ
ァ
ン
に
す

る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
お
客
と
フ

ァ
ン
の
違
い
と
は
、
フ
ァ
ン
は
味
方

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
▼
こ
ち
ら

か
ら
お
客
を
追
い
か
け
る
の
は
、
も

う
終
わ
り
。
お
客
に
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
え
ば
、
勝
手
に
口
コ
ミ
は
し

て
く
れ
る
し
、
自
分
か
ら
来
て
く
れ

ま
す
▼
フ
ァ
ン
に
な
る
順
序
は
、
客

→
一
般
客
→
知
り
合
い
客
→
フ
ァ
ン

客
→
熱
烈
フ
ァ
ン
▼
お
客
が
フ
ァ
ン

に
な
る
た
め
の
「
感
動
と
期
待
値
の

法
則
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。
①
期

待
値
以
上
＝
感
動
②
期
待
通
り
＝
当

た
り
前
③
期
待
値
以
下
＝
期
待
外
れ
。

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
お
客
の
期

待
値
を
少
し
上
回
る
こ
と
」
だ
そ
う

で
す
（
藤
本
）

　

問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡
会

（
青
友
会
）
の
第
21
回
親
睦
交
流

会
が
２
月
９
日
（
火
）、
ホ
テ
ル
青

森
で
開
催
さ
れ
、
同
会
会
員
ほ
か

27
名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
（
ソ
ロ
）
の
理
事
で
あ
る
高
島

い
ち
み
氏
を
講
師
に
招
い
て
、
同

団
体
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
は
「
ひ
と
り
を
生
き

る
ひ
と
」
を
支
援
す
る
団
体
で
、

青
友
会
副
会
長
で
あ
る
コ
セ
キ
㈱

の
佐
々
木
所
長
と
、
同
氏
の
高
校

講師の高島理事（左）と沢谷理事

講演後に行われた懇親会 

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
は
、
昨
年

４
月
に
青
森
営
業
所
所
長
に
就
任
さ

れ
た
、
イ
シ
グ
ロ
㈱
の
長
内
所
長
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
、
昭
和
14
年
に
創
業
し
、

総
合
配
管
機
材
商
社
と
し
て
75
余
年

の
歴
史
を
持
つ
。
扱
う
商
品
は
、
超

高
層
ビ
ル
や
プ
ラ
ン
ト
工
場
で
使
わ

れ
る
バ
ル
ブ
や
パ
イ
プ
か
ら
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
水
道
の
蛇
口
に
ま
で

お
よ
び
、
国
内
45
ヵ
所
・
海
外
３
ヵ

所
に
わ
た
る
営
業
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で

確
実
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

同
社
の
強
み
に
つ
い
て
聞
く
と
、

「
当
社
は
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
国
内
外
の

５
０
０
社
以
上
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
30
万

点
以
上
の
ア
イ
テ
ム
を
仕
入
れ
、
業
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

高
品
質
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商

品
か
ら
、
品
質
管
理
、
加
工
サ
ー
ビ
ス
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
ま
で
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

た
め
に
誕
生
し
た
『
Ｉ 

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
（
ア
イ
バ

リ
ュ
ー
）』
で
は
、
商

品
と
サ
ー
ビ
ス
の
付
加

価
値
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
、
お
客
様
に
今
ま
で
以
上
の
『
信
頼
』

と
『
満
足
』
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
お
り
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
関
東
地
方
で
は
２
０
２
０
年
に
控
え

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
北
地
方
で

は
震
災
復
興
事
業
が
あ
り
業
績
は
上
向

き
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
建
築
業
界
も
変
化
し
て
お
り
、
配

管
商
品
の
材
質
が
従
来
の
金
属
製
か
ら

樹
脂
製
へ
と
置
き
換
え
が
進
ん
で
ま
す
。

ま
た
、
徐
々
に
専
門
ス
キ
ル
を
持
っ
た

職
人
が
減
少
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

専
門
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
工
事
が
で
き

る
商
材
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
時

代
の
変
化
か
ら
目

が
離
せ
な
い
中

で
、
当
社
で
は
新

た
な
取
り
組
み
と

し
て
昨
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

を
開
始
さ
せ
、
24
時
間
い
つ
で
も
簡
単

に
注
文
で
き
、
全
国
の
物
流
拠
点
と
の

連
動
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
出
荷
対
応
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
青
森
で
も
４
月
21

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
」
と
ア
ピ
ー

ル
も
欠
か
さ
な
い
。

　

青
森
営
業
所
が
開
設
し
た
時
に
入

社
し
、
ほ
ぼ
青
森
営
業
所
で
勤
務
し

て
き
た
同
氏
に
問
屋
町
の
印
象
に
つ

い
て
伺
う
と
、
「
昔
と
比
べ
る
と
、

ご
近
所
の
顔
ぶ
れ
と
と
も
に
周
り
の

風
景
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
す
ぐ
側
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
で
き
、
物
流
が
大
変
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、
と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
面
に
話
が
お
よ
ぶ

と
、「
基
本
イ
ン
ド
ア
派
で
、
休
日
は

読
書
や
映
画
鑑
賞
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
健
康
面
で
は
規
則
正
し
い
生
活

を
思
い
描
い
て
は
い
る
ん
で
す
が
、

な
か
な
か
実
践
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
ね
」
と
笑
う
。　
　

（
49
歳
）

時
代
の
同
期
生
で
あ
る
高
島
氏
と

沢
谷
氏
の
３
名
で
平
成
27
年
９
月

に
立
ち
上
げ
た
。

　

支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
、
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
を
問
わ

ず
、
単
身
赴
任
、
未
婚
、
離
婚
、

死
別
、
ど
ん
な
境
遇
で
あ
れ
、
旧

青
森
市
内
に
住
ん
で
い
る
全
て
の

一
人
暮
ら
し
の
人
。
ま
た
、
同
居

す
る
家
族
が
い
て
も
、
相
手
が
高

齢
者
や
子
供
、
多
忙
、
障
が
い
を

抱
え
て
い
る
、
病
気
等
の
色
々
な

理
由
で
同
居
家
族
に
支
え
て
も
ら

え
な
い
人
や
離
れ
て
暮
ら
す
遠
距

離
家
族
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
や

介
護
す
る
女
性
等
も
対
象
と
な
る
。

　

主
な
支
援
内
容
と
し
て
は
、
買

い
物
や
薬
の
受
取
り
、
官
公
庁
へ

の
諸
手
続
き
の
代
行
や
同
行
支
援
、

留
守
宅
の
見
守
り
等
。
ま
た
、
法

律
や
不
動
産
等
の
専
門
知
識
が
必

要
と
な
る
場
合
に
は
、
同
団
体
が

連
携
し
て
い
る
専
門
家
を
紹
介
す

る
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
る
。

　

高
島
氏
は
「
ま
だ
立
ち
上
げ
て

間
も
な
く
、
会
員
数
も
多
く
は
な

い
が
、
支
援
を
し
た
際
に
多
く
の

感
謝
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
。
こ
の

感
謝
の
言
葉
が
我
々
の
や
り
が
い

に
つ
な
が
る
。
少
し
で
も
多
く
の

困
っ
て
い
る
人
の
助
け
に
な
り
た

い
」
と
ま
と
め
た
。
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お
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